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長
崎
県
対
馬
市

一
次
産
業
復
活
と
雇
用
確
保
を
重
点
施
策
と
し
て

　

全
国
の
離
島
や
半
島
地
域
、
中
山
間
地
域
と
同
様
に
対
馬
市
も
ま

た
、
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
状
況

に
あ
り
、
合
併
後
一
〇
年
間
で
約
七
〇
〇
〇
人
強
が
減
少
し
ま
し
た
。

産
業
別
人
口
に
お
い
て
も
、
基
幹
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
水
産
業
を

主
と
し
た
第
一
次
産
業
従
事
者
の
減
少
が
著
し
く
、
平
成
二
二
年
国

勢
調
査
ベ
ー
ス
で
三
三
五
七
人
と
、
こ
こ
二
〇
年
間
で
二
八
〇
〇
人

強
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
五
年
三
月
に
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
発
表

「
自
立
し
た
循
環
の
島
」
を
目
指
す

戦
略
策
定

し
た
本
市
の
将
来
人
口
推
計
は
衝
撃
的
な
も
の
で
あ
り
、
二
〇
四
〇

年
に
は
一
万
七
九
三
八
人
、
さ
ら
に
同
研
究
所
の
推
計
に
準
拠
し
て

算
定
し
た
結
果
、
二
〇
六
〇
年
に
は
一
万
人
程
度
の
人
口
規
模
と
な

る
見
通
し
で
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
南
北
に
長
く
集
落
が
点
在
す
る

本
市
に
お
い
て
、
一
八
一
の
行
政
区
の
大
半
が
集
落
と
し
て
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
維
持
で
き
な
い
と
さ
れ
る
「
限
界
集
落
」
に
な
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
人
口
動
態
は
、
社
会
減
、
自
然
減
の
両
方
が
進
行
し
て
お

り
ま
す
。
大
学
や
専
門
学
校
が
な
い
た
め
に
高
校
卒
業
者
の
約
九
割

が
島
外
へ
転
出
す
る
こ
と
や
、
中
学
卒
業
時
も
学
業
や
ス
ポ
ー
ツ
に

長
崎
県
対
馬
市
総
合
政
策
部
政
策
企
画
課
係
長　

西
川 

治
臣

　

古
く
か
ら
、
大
陸
と
の
文
化
・
経
済
の
交
流
を
も
つ
国
境
の
島
・
対
馬
島
。「
オ
ー
ル
対
馬
」

体
制
で
「
対
馬
市
総
合
戦
略
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、
礎
と
な
る
独
自
の
長
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
た
。
将
来
像
と
し
て
の
「
自
立
し
た
循
環
の
島
つ
し
ま
」
を
目
標
に
、
人
口
減
少
抑

制
の
主
要
事
業
と
し
て
、
島
外
の
大
学
生
と
の
交
流
や
、「
対
馬
っ
子
」
の
育
英
に
力
を
注
ぐ
。

対馬島

壱岐島 福岡

長崎

唐津

釜山

50km
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横
ば
い
の
状
況
で
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
二・一
八
と
全
国
の
市
町
村

の
中
で
も
第
五
位
（
二
〇
一
四
年
厚
生
労
働
省
発
表
）
を
誇
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
の
ペ
ー
ス
は
著
し
く
、
こ
れ
ま
で
本
市
と
し

て
も
、
減
少
緩
和
の
た
め
第
一
次
産
業
の
復
活
と
雇
用
の
場
の
確
保

に
重
点
を
置
き
、
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

第
一
次
産
業
に
お

い
て
は
、
後
継
者
の

育
成
や
藻
場
の
造
成
、

輸
送
コ
ス
ト
の
軽
減
、

省
エ
ネ
機
器
の
導
入

な
ど
に
よ
る
生
産
者

所
得
の
向
上
を
、
雇

用
の
場
の
確
保
に
お

い
て
は
女
性
や
若
者

が
働
け
る
場
所
と
し

て
企
業
誘
致
を
強
く

進
め
て
き
ま
し
た
が
、

交
通
事
情
、
利
便
性

な
ど
の
離
島
の
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
に
よ

り
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
進
み
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
方

　長崎県対馬市は、平成16年3月1日に、厳
いず

原
はら

町、美津島町、
豊
とよ

玉
たま

町、峰町、上
かみ

県
あがた

町、上対馬町の島内六町が合併し、誕生
しました。本市は、九州の最北端、日本海側の西側に位置し、
南北約82キロメートル、東西約18キロメートルと全国で3
番目に大きな島です。
　本市は朝鮮半島まで49.5
キロメートルという地理的
条件を活かし、古来、大陸
との文化や経済の交流窓口
として、さらには外国から
漂着するゴミなどの防波堤
としての役割を担うととも
に、領海や排他的経済水域
などの保全、海上交通の安全確保、海洋資源の開発・確保、
海洋環境の保全など、国家的な一定の役割を担ってきました。
　島の中央部には、複雑な入り江を有するリアス式海岸に囲
まれた風光明媚な浅

あ そ う

茅湾を有し、その延長は、915キロメー
トルと国内有数の自然海岸延長を誇っております。また、森
林が面積の約９割を占める自然豊かな島であり、洲

す

藻
も

白
しら

嶽
たけ

や
龍
たて

良
ら

山
さん

の原始林は国の天然記念物にも指定されています。
　また、ベンガルヤマネコの亜種であるツシマヤマネコ（国指定

天然記念物）など、大陸と日本のつ
ながりを示す種をはじめ、島独自
に進化した固有種など、多様な生
態系を有しています。さらに渡り
鳥の中継地でもあり、世界でも有
数の野鳥観察地になるなど、歴史
あふれる自然豊かな国境の島です。

お
い
て
本
土
の
高
校
へ
進
学
す
る
生
徒
も
多
い
た
め
、
と
く
に
一
五

歳
か
ら
一
九
歳
の
若
年
層
と
そ
れ
に
付
随
す
る
家
族
単
位
で
の
転
出

に
よ
る
社
会
減
の
割
合
が
多
く
、
年
間
五
〇
〇
人
程
度
の
転
出
超
過

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
自
然
動
態
も
年
間
二
〇
〇
人
程
度
の
減
少
幅

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
出
生
数
に
つ
い
て
は
、
三
〇
〇
人
弱
と
ほ
ぼ

★

大陸との文化･経済交流を担う国境の島

島の特徴と個性

対馬のシンボル「ツシマヤ
マネコ」（写真提供／川口誠）。

韓国展望台から水平線上に望む釜山市。
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向
を
転
換
し
、
加
工
化
や
農
商
工
連
携
、
六
次
産
業
化
を
目
指
し
て

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
に
よ
る
創
業
支
援
施
策
を
展
開
し
、
小
規

模
で
は
あ
り
ま
す
が
域
内
創
業
が
増
加
し
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

〝
オ
ー
ル
対
馬
〟
体
制
に
よ
る
創
生
の
取
り
組
み

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て
、
平
成
二
六
年
九
月
に
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
が
発
足
、
同
年
一
二
月
に
人
口
減
少
の

抑
制
と
地
方
創
生
の
た
め
、
人
口
の
現
状
と
将
来
を
示
し
た
「
長
期

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
総
合
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
馬
市
に
お
い
て
も
、
国
の
方
針
を
受
け
、
同
年
一
二
月
に
比
田

勝
副
市
長
（
当
時
）
を
会
長
と
す
る
「
対
馬
市
人
口
減
少
対
策
本
部
」

（
各
部
局
長
で
構
成
、
総
勢
一
三
名
）
を
組
織
し
、
現
状
の
分
析
や
、
具

体
的
な
事
業
の
企
画
な
ど
を
行
う
た
め
の
下
部
組
織
と
し
て
関
係
部

局
の
職
員
に
よ
る
三
つ
の
検
討
部
会
（
①
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
環
境
、

②
移
住
対
策
、
③
創
業
・
仕
事
づ
く
り
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
外
部
委
員
会
と
し
て
、
国
が
示
し
た
「
産
・
学
・
官
・
金
・

労
・
言
」の
各
分
野
の
委
員
に
ま
ち
づ
く
り
団
体
や
女
性
団
体
、
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
者
、
対
馬
市
総
合
計
画
等
審
議
会
委
員
、
市
議
会
議
員
、

公
募
委
員
な
ど
、〝
オ
ー
ル
対
馬
〟
体
制
で
「
対
馬
市
総
合
戦
略
推

進
会
議
」（
総
勢
三
三
名
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
人
口
減
少
対
策
本
部

と
同
様
、
こ
の
会
議
に
お
い
て
も
三
部
会
構
成
と
し
、
各
三
回
の
会

議
を
実
施
し
、
各
部
会
で
広
く
意
見
を
聴
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
本
市
の
こ
れ
ま

図1  策定体制

対馬市人口減少対策本部
庁舎内関係部局長で構成

対馬市総合戦略推進会議

産・学・官・金・労・言・その他組織で構成

分 野

産

学

官

金

労

言

その他

公 募

対馬農業協同組合、対馬森林組合、対馬市商工会、漁協長会、漁業士会〔5名〕

九州大学、対馬高校校長、校長会〔3名〕

対馬市、長崎県対馬振興局、ハローワーク対馬所長〔3名〕

十八銀行対馬支店、親和銀行対馬支店〔2名〕

連合長崎大東壱岐対馬協議会〔1名〕

長崎コミュニティメディア、RKB〔2名〕

対馬市議会（3名）、対馬市総合計画等審議会委員より女性（2名）他 〔複数名〕

公募委員〔2名〕

構　成　団　体

① 創業・仕事づくり検討部会

③ 結婚・出産・子育て環境検討部会

② 移住対策検討部会

別途、事務局（政策企画課）にて平成２８年度から平成３０年度に係る
振興実施計画要望時に各部局に対し、事業提案の依頼を実施する。
その結果を各部会へ提示し、協議・検討を行う。

庁舎内会議と同様に３つの部会を設置し、議論を深める。

移
住
対
策
検
討
部
会

創
業
・
仕
事
づ
く
り

検
討
部
会

新政策推進課
市民協働・自然
共生課
観光交流商工課
教育委員会
（総務課）
（学校教育課）
中対馬振興部
上対馬振興部

福祉課
こども未来課
健康増進課
地域包括医療
対策課
教育委員会
（生涯学習課）

新政策推進課
未来創造・交通
政策課
観光交流商工課
環境政策課
農林しいたけ課
水産課
中対馬振興部
上対馬振興部

結
婚
・
出
産
・
子
育
て

環
境
検
討
部
会

検討施策の提示

各部局にて協議・   検討し事業提案

重点施策の検討・
練り直し指示

施策案の提示

施策案の検討
民間視点での施策検討・提案

【庁舎内】 【外部委員会】
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で
の
取
り
組
み
施
策
を
精
査
す
る
と
と

も
に
、
総
合
戦
略
策
定
の
礎
と
な
る
長

期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
た
め
、
人
口

や
産
業
人
口
の
動
態
な
ど
を
整
理
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
市
内
子
育
て
ア
ン
ケ
ー

ト
」（
対
象
：
市
内
の
二
〇
～
四
九
歳
の
男
女

九
〇
〇
人
／
回
収
：
三
一
一
件
）、「
転
入
・

転
出
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
対
象
：
平
成
二
七

年
三
月
一
日
～
四
月
二
〇
日
の
転
入
・
転
出
者

／
回
収
：
五
四
四
件
）、「
Ｕ
タ
ー
ン
推
進
政

策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
対
象
：
同

二
六
～
二
七
年
度
の
転
出
者
の
う
ち
一
八
歳
か

ら
二
九
歳
の
若
年
層
一
〇
〇
〇
人
／
回
収
：

一
六
八
件
）
な
ど
を
実
施
し
、
分
析
結
果

を
踏
ま
え
て
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、

対
馬
の
現
状
や
、
強
み
と
弱
み
を
十
分

に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
の

要
因
を
想
定
し
ま
し
た
。

各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
市
民
な
ど

の
意
向
把
握

「
市
内
子
育
て
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、

理
想
的
な
子
ど
も
の
人
数
は
三
人
で
あ

　平成25年度から取り組んでいる本事業は、大学が身近に存在しない対馬と複数
の大学が連携することで、大学が身近に感じられるような環境を創り出し、学生の
若い活力や大学の専門性を活用し、特色ある地域おこしの後押しと将来の地域おこ
しを担う人材育成を行うことを目的としています。
　これまでに、北海道から沖縄県まで、全国50を
超える大学、1000人強の学生が本市を訪れ、島全
体をフィールドとした各種研究や地域交流、体験
活動を主とした「島おこし実践塾」をはじめ、学
術研究や実習、島内小・中・高校生を対象とした
学習サポート（寺子屋事業）やワークショップなど
を実施してきております。とくに大学進学を前に
した島内高校生にとって、全国各地の大学生との
交流は、たいへん貴重な体験となっています。
　また、本事業に参加した大学生は、卒論や修論
の調査、ボランティア活動などでその後も来島される方が多く、なかには「対馬市
島おこし協働隊」や「外部集落支援員」など、地域づくりの担い手や、集落活性化
のキーマンとして活躍されている方もいます。少子高齢化が顕著な本市にとって、
必要不可欠な存在といえます。
　同28年度以降も本事業をさらに推進し、大学生の活動を行いやすくするため、
拠点施設の整備を進めることとしています。新たな対馬ファンとして、都市部の若
い力が交流から移住・定住へとつながるよう必要な環境整備を行っていくことこそ
が、人口減少抑制の主要な取り組みと考えています。

対馬市域学連携地域づくり推進事業

人口減少抑制のための主要事業 1

域学連携事業による大学生のワーク
ショップ風景。
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の
供
給
、
②
結
婚
祝
い
金
な
ど
の
経
済
的
支
援
、
③
婚
活
イ
ベ
ン
ト
な

ど
出
会
い
の
場
の
創
出
、
で
あ
り
、
子
育
て
に
と
も
な
う
経
済
的
負
担

の
軽
減
策
と
し
て
は
、
①
保
育
所
・
幼
稚
園
な
ど
の
費
用
負
担
の
軽
減
、

②
子
ど
も
の
医
療
費
の
負
担
軽
減
、
③
妊
娠
・
出
産
時
の
負
担
軽
減
、

④
大
学
教
育
費
の
負
担
軽
減
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

「
転
入
・
転
出
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
転
出
理
由
の
大
半

が
転
勤
や
高
校
卒
業
後
の
進
学
・
就
職
に
と
も
な
う
も
の
で

し
た
。
転
入
者
の
な
か
に
は
、
候
補
地
と
し
て
他
地
域
も
検

討
し
た
上
で
対
馬
に
転
入
さ
れ
た
方
が
複
数
名
お
り
、
理
由

と
し
て
海
や
山
の
美
し
い
景
観
、
新
鮮
な
農
林
水
産
物
、
静

か
で
安
心
し
て
住
み
や
す
い
と
い
っ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
今
後
も
住
み
続
け
る
た
め
に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト

は
、
①
交
通
網
の
充
実
、
②
教
育
・
子
育
て
の
支
援
、
③
医

療
の
充
実
、
④
商
業
施
設
の
充
実
、
⑤
雇
用
の
創
出
で
し
た
。

「
Ｕ
タ
ー
ン
推
進
政
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
は
、

帰
郷
意
向
と
し
て
、「
す
で
に
帰
郷
が
決
ま
っ
て
い
る
」
方

は
七
人
に
留
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、「
検
討
中
」
の
方
が
じ

つ
に
五
六
人
、「
検
討
し
た
も
の
の
断
念
」
さ
れ
た
方
も

四
四
人
と
、
多
く
の
若
者
が
条
件
さ
え
揃
え
ば
、
島
へ
戻
っ

て
く
る
意
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
帰
郷
に
際
し
て
は
、
仕
事
関
係
で
は
、
福
利
厚
生

と
所
得
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
や
り
が
い
や
達
成
感
と
い
っ

た
も
の
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま

る
も
の
の
、
実
際
の
人
数
は
二
人
も
し
く
は
〇
人
が
多
い
と
い
う
結
果

で
し
た
。
理
由
は
、
子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か
か
る
こ
と
や
、
育
児

な
ど
に
心
理
的
・
肉
体
的
な
負
担
が
大
き
い
こ
と
、
ま
た
、
妊
娠
や
子

育
て
に
対
す
る
職
場
で
の
制
度
お
よ
び
理
解
の
不
足
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。
行
政
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
結
婚
支
援
策
は
、
①
安
定
し
た
雇
用

表1  重点目標
項　　目 具体的内容

重点目標１
2040年までに社会
移動による増減を
均衡とする。

現行▲279名（2015年）の社会移動によ
る減少を、毎年11名ずつ抑制し、2040年
までに均衡とするための施策を重点的に
展開する。

重点目標２
2020年までに合計
特殊出生率を2.20
人とする。

現行2.18人を2.20人とするとともに、出
生者数の増加を図るため、市内独身男女
の結婚を後押しする施策及び子育てにか
かる新規施策を重点的に展開することで、
市内独身男女人口を減少させる。

表2  対馬市長期人口ビジョンに掲げる各対策の方向性

① 社会減対の
方向性

本市の特性、強みを活かした地場産業の振興

若者ニーズや女性が働ける雇用場所の創造

Ｕ・Ｉターンを促進するための受入対策を含む環境整備と生活
支援

交流人口を拡大させるためのハード・ソフト両面の環境整備

② 自然減対の
方向性

元気な高齢者を支えるための環境整備

出会いの場の創出による未婚化・晩婚化の抑制

子育て支援に対する各種支援・環境整備

③ その他全体
的な対策の
方向性

人口減少による地域の課題解決に向けた環境整備

安心、安全な暮らしを保障する相互協力の地域社会形成
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要
素
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

対
馬
市
に
実
施
し
て
ほ
し
い
支
援
策
や
提
供
し
て
ほ
し
い
情
報
と

し
て
は
、
島
内
企
業
就
職
者
へ
の
支
援
や
、
都
市
部
で
の
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
お
よ
び
移
住
情
報
提
供
施
設
の
設
置
、
空
き
家
情
報
、
対
馬

で
の
暮
ら
し
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
行
政
支
援
策
一
覧
な
ど
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。
以
上
の
率
直
な
市
民
な
ど
か
ら
の
声
を
も
と
に
、

人
口
減
少
対
策
本
部
や
総
合
戦
略
推
進
会
議
で
議
論
し
、
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
い
ま
す
ぐ
必
要
な
施
策
、
短
期
的
に
実

施
す
べ
き
施
策
を
戦
略
に
盛
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

独
自
目
標
を
設
定
し
た
「
長
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

「
対
馬
市
長
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
先
に
述
べ
た
人
口

動
向
に
か
か
る
現
状
分
析
を
は
じ
め
、
と
く
に
社
会
増
減
の

年
齢
別
区
分
や
特
徴
な
ど
を
整
理
し
ま
し
た
。
ま
た
、
産
業

動
向
や
有
効
求
人
倍
率
の
状
況
、
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中

で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
担
う
交

流
人
口
に
か
か
る
現
状
（
急
増
す
る
韓
国
人
観
光
客
の
推
移
や
島

内
消
費
額
な
ど
）
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
各
種
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
や
人
口
減
少
に
と
も
な
う
課
題
の
整
理
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
各
対
策
の
方
向
性
な
ど
を
ま

と
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
目
標
人
口
に
つ
い
て
も
、
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
や
長
崎
県
に
よ
る
推
計
結
果
を
も
と
に
、

た
、
出
産
・
育
児
環
境
で
は
、
産
婦
人
科
や
小
児
科
、
託
児
・
保
育

施
設
な
ど
の
充
実
や
子
ど
も
の
遊
び
場
、
子
ど
も
の
教
育
環
境
で
は
、

就
職
・
進
学
に
応
え
ら
れ
る
学
校
教
育
の
充
実
、
生
活
環
境
面
で
は
、

島
外
と
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
向
上
と
運
賃
の
低
廉
化
な
ど
が

　直近の社会動態をみると、
15 ～ 19歳の転出超過が顕著
です。理由は明白で、①中学
卒業後、学業、スポーツの各
分野でより高いステージに挑
戦するため島外へ進学、②島
内に大学がなく、高校卒業後
は進学のため離島せざるをえ
ないこと、によるものです。
　そうした中、次年度以降、地元の３高校に進学する学生に対し、
経済・交通支援をはじめ、それぞれの高校における独自の取り
組みへの支援、教育・人材などの支援を実施するとともに、「対
馬っ子育英制度（仮称）」を構築し、基金などの設置により、地
元高校への進学者および地元就職者、大学卒業後の地元就職者
への奨励金などの支援を推進することで、域外流出人口の抑制
とＵターン者の拡大を目指したいと考えています。

対馬っ子育英制度事業（仮称）および対馬３高校サポート事業

人口減少抑制のための主要事業 2

学生による島のこどもたちの学習サポート。
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い
て
は
二
万
人
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。

将
来
像
は
「
自
立
し
た
循
環
の
島
つ
し
ま
」

「
対
馬
市
長
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲
げ
る
各
対
策
の
方
向
性
を
基

本
に
、
将
来
像
を
「
自
立
し
た
循
環
の
島
つ
し
ま
」
に
設
定
し
ま
し
た
。

市
独
自
の
目
標
項
目
を
設
定
し
ま
し
た
。
①
本
市
の
強
み
の
ひ
と
つ

で
あ
る
合
計
特
殊
出
生
率
を
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
二
・
二
〇

（
二
〇
一
四
年
：
二
・
一
八
）
と
し
、
そ
の
後
維
持
す
る
こ
と
、
②
社
会

移
動
を
二
〇
四
〇
年
ま
で
に
均
衡
（
二
〇
一
五
年
：
△
二
七
九
人
）
と
す

る
こ
と
で
、
二
〇
四
五
年
に
二
万
三
〇
〇
〇
人
、
二
〇
六
〇
年
に
お

表3  対馬市総合戦略における重点戦略とKPI
重点戦略１ 対馬ならではの雇用・なりわいを創る！

これまで取り組んできた農林水産業等の担い手育成や各種基盤整備事業を拡
充・継続した上で、新規創業や既存事業者の体力強化、若者・女性が働ける
雇用先の確保のための企業誘致等を積極的に取り組みます。

重要行政評価指標（KPI）

項　　目 策定時最新数値 平成31年度末

新規企業誘致数 0社（Ｈ26） 4社

新規創業件数 3件（Ｈ26）
【累計19件】

年間７件
【5カ年累計：35件】

上記による
新規雇用者数 ― 100名

宿泊施設収容人員 2,611人（Ｈ26.3） 3,000人

重点戦略2 島の魅力を活かした交流・移住・定住を促す！

これまで取り組んできた交流人口拡大のための施策と併せ、宿泊基盤の強化、
域学連携事業等による都市部の若者等への支援、対馬っ子育英制度の新設等
によるＵターン者への支援等を強化する。

重要行政評価指標（KPI）

項　　目 策定時最新数値 平成31年度末

島外高校進学者数 77名（Ｈ27.3） 50名

高校卒業生の
地元就職者数 31名（Ｈ27.3） 50名

移住者数 21名
【平成7年以降の累計】

25組　50名
【年間5組：10名】

重点戦略3 安心して結婚・出産・子育てができる環境を創る！

市内独身男女を減少させるための出会いの場の設定から結婚後の子育てにか
かる教育、医療等への支援を強化することで安心して結婚し出産、子育てが
できる環境整備を行う。

重要行政評価指標（KPI）

項　　目 策定時最新数値 平成31年度末

出生者数 年間246名（H26） 年間300名

子育て支援に対する
市民満足度 28.3％（H27） 50％

重点戦略4 高齢者等が健康で生きがいが感じられる環境を創る！

少子高齢化が進行する各地域において、小学校区単位を基本とし見守り、交通、
買い物支援等の体制整備を行うとともにシルバー人材センターの全島組織化
を推進することで、元気な高齢者等が生きがいをもって、技術等を活かせる
取組みを強化する。

重要行政評価指標（KPI）

項　　目 策定時最新数値 平成31年度末

小学校区単位を
基本とした

小さな拠点形成地域
― 3地域
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か
か
る
新
規
施
策
を
重
点
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「
国
境
の
島
」
と
し
て
存
続
す
る
た
め
に

　

今
回
、
国
の
強
力
な
指
導
に
よ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
や
地
域
経
済
の
維
持
な
ど
に
必
要
な
将
来
的
な
目
標
人
口

を
設
定
し
、
そ
の
た
め
に
短
期
的
に
強
力
に
実
施
す
べ
き
施
策
を
、

行
政
の
み
な
ら
ず
「
産
・
学
・
官
・
金
・
労
・
言
」、
市
議
会
や
市

民
な
ど
も
加
わ
っ
て
、〝
オ
ー
ル
対
馬
〟
の
体
制
で
策
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。四
つ
の
重
点
施
策
に
重
要
行
政
評
価
指
標（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）

を
設
定
す
る
こ
と
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
基
本
と
し
た
進
捗
管

理
、
検
証
を
実
施
す
る
体
制
が
確
立
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　

国
内
全
体
が
人
口
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
地
方
、
特
に
離
島
地
域

に
お
け
る
人
口
減
少
の
抑
制
は
、
現
実
的
に
は
か
な
り
厳
し
い
状
況

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く

だ
け
で
は
進
展
は
何
も
な
く
、
衰
退
を
た

だ
待
つ
だ
け
と
な
り
ま
す
。

「
言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
」
で
す
が
、

今
回
の
総
合
戦
略
の
策
定
を
ひ
と
つ
の
き

っ
か
け
に
、「
国
境
の
島
」
の
役
割
を
今
後

も
担
っ
て
い
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
〝
オ

ー
ル
対
馬
〟
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

■

西川治臣　（にしかわ はるおみ）

昭和46年長崎県対馬島生まれ。平
成3年旧美津島町役場採用、同16
年対馬市に合併後、政策企画課、
地域再生推進本部、ながさき地域
政策研究所（派遣）農林振興課を経
て、同26年より現職。

そ
の
上
で
、「
第
二
次
対
馬
市
総
合
計
画
」（
基
本
方
針
：
①
若
者
で
に
ぎ
わ

う
希
望
の
島
、
②
地
域
経
済
が
潤
い
続
け
る
島
、
③
支
え
合
い
で
自
立
し
た
島
、

④
自
然
と
暮
ら
し
が
共
存
し
た
島
）
に
も
と
づ
き
、
人
口
減
少
抑
制
と
地

方
創
生
の
た
め
、
①
雇
用
・
仕
事
づ
く
り
、
②
交
流
・
移
住
・
定
住
、

③
結
婚
・
子
育
て
環
境
、
④
健
康
な
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、

の
四
分
野
に
お
い
て
重
点
戦
略
と
必
要
な
施
策
を
組
み
立
て
ま
し
た
。

　

各
施
策
の
推
進
体
制
と
し
て
は
、
国
が
掲
げ
る
政
策
五
原
則
（
自

立
性
・
将
来
性
・
地
域
性
・
直
接
性
・
結
果
重
視
）
に
も
と
づ
い
て
施
策
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
本
戦
略
に
盛
り
込
ん
だ
施
策
・
事
業
に

つ
い
て
は
、
毎
年
、
別
途
策
定
す
る
「
対
馬
市
振
興
実
施
計
画
」
の

重
点
事
業
枠
に
位
置
づ
け
、
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
年
度
の
進
捗
管
理
及
び
検
証
は
、「
対
馬
市
総
合
戦
略

推
進
会
議
」
に
て
行
う
と
と
も
に
、
対
馬
市
総
合
計
画
等
審
議
会
、

各
地
域
審
議
会
、
市
議
会
で
の
審
議
や
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

な
ど
か
ら
広
く
意
見
を
拾
い
上
げ
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
戦
略
に
お
け
る
具
体
的
な
方
針
は
、
人
口
減
少
を
一
定
抑
制
し

て
き
た
各
種
事
業
は
継
続
・
拡
充
す
る
こ
と
と
し
、
①
社
会
動
態
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
回
復
さ
せ
る
た
め
の
施
策
、
②
自
然
動
態
の
減
少

幅
を
抑
制
す
る
た
め
の
施
策
、
を
重
点
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
二
〇
～
四
四
歳
の
市
内
独
身
男
女
（
平
成
二
二
年
国
勢

調
査
：
二
六
九
四
人
）
の
結
婚
を
後
押
し
す
る
施
策
お
よ
び
子
育
て
に




